
1．背景
2017年頃にIPランドスケープが注目を集めて以

来、様々な情報が発信されるようになり、IPラン
ドスケープという言葉は広く使用されるようになっ
ています。

特許庁では、令和2年度に特許庁産業財産権制度
問題調査研究「経営戦略に資する知財情報分析・活
用に関する調査研究」において、公開情報調査、ア
ンケート調査、ヒアリング調査を通し、IPランド
スケープの定義や活用場面等の実態を調査しまし
た。調査により、IPランドスケープという言葉が、
単なる情報分析と捉えられることもある一方で、先
進的な活動を行う者が、経営戦略や事業戦略に資す
ることを目指し、様々な情報とともに知財情報を活
用し、経営層や事業部門、研究部門等の各部門と分
析・解析結果を共有しながら、経営や事業に資する
何らかの解を得るべく取り組んでいる現状があるこ
とが分かりました。この結果から、IPランドスケー
プを「経営戦略又は事業戦略の立案に際し、経営・
事業情報に知財情報を組み込んだ分析を実施し、そ
の分析結果（現状の俯瞰・将来展望等）を経営者・
事業責任者と共有すること」と定義付けました。

そして、現状、IPランドスケープの取組につい
て、企業間での情報交換も行われています。しかし
ながら、IPランドスケープを実施する際には企業
の機密情報を多く扱うことになることから、経営・
事業・知財情報の具体的な分析観点や分析手法は明
らかにされないことが多く、広く浸透しているとは
言い難い状況にあります。そこで、特許庁では、令
和5年度、IPランドスケープの具体的手法に関する

調査研究を行いました。そして、その結果を、「経
営戦略に資するIPランドスケープ実践ガイドブッ
ク」にまとめました。

2．ガイドブックの掲載内容
（1） IPランドスケープの目的と分析手法

IPランドスケープは様々な目的で活用されてい
ます。本ガイドブックでは、13の目的を整理して
います。

また、目的に対してどのような分析を行うかは、
業界や取得可能な情報に応じて様々であり、一意に
定めることはできません。しかしながら、分析過程
を詳細に見てみると、複数の分析手法に細分化する
ことができます。本ガイドブックでは、15の主要
な分析手法を抽出し、目的に応じて、どの分析手法
が活用できるかを整理しています。

また、15の分析手法について、実際に実践して
いただけるよう、具体的な手順とアプトプットイ
メージを示しつつ、詳細に紹介しています。

（2）仮想実施事例
過去の革新的な事業変革を題材に、公開情報に基

づいて分析を行い、仮想実施事例を作成しました
（一部、仮定の情報をおき、分析を実施）。IPラン
ドスケープにおける、目的の設定、分析、経営層へ
の報告という全体の流れを把握いただけます。

3．おわりに
本ガイドブックがIPランドスケープを実践する

皆様の一助になれば幸いです。

知 財 関 連 省 庁 か ら の お 知 ら せ

「経営戦略に資するIPランドスケープ実践ガイドブック」 
を公表しました。
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共通 ①技術・プレイヤーのトレンド分析 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

既存事業
②企業の強み/弱みの整理 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

③新規顧客の探索 ●

④新規⽤途探索 ● ● ● ●

新規事業
⑤有望新規領域探索 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

⑥想定競合企業の抽出 ● ● ● ● ● ● ●

技術開発戦略・
知財戦略

⑦出願を注⼒すべき領域の特定 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

⑧⾃社の知財上のリスクの洗い出し ● ● ● ●

⑨特許活⽤先の探索 ● ● ● ● ●

パートナリング

⑩パートナー候補企業の抽出 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

⑪パートナー候補企業の
技術⼒・知財⼒評価 ● ● ●

⑫⾃社とパートナー企業との
想定シナジー評価 ● ● ● ●

活動の外部向け
可視化 ⑬CGC対応 ● ● ● ● ● ● ●

分析⼿法例

IPランドスケープの目的と分析手法例

分析手法の具体的な手順

知財関連省庁からのお知らせ
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